
研究の効率化と品質向上に向けて注目を集めているラボオートメーション。
その可能性と実践的な活用について学べる入門セミナーを開催いたします。

本セミナーでは、「実験自動化のメリット・デメリット」「分注作業の課題」「自動分注機・
オートメーションシステムの実例紹介」という3つのプログラムを通じて、ラボオートメー
ションに関する具体的な知見をお届けします。

実験自動化の導入検討から実践まで、すぐに現場で活用できる情報が満載です。ぜひご
参加ください。
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申込方法

QRコードリンク先の登録フォーム
(https://saisachi.com/250627_lab_auto/ )

またはリカケンホールディングスグループ  スタッフまで

Teamsにて オンライン開催
※参加にはTeamsでの視聴環境が必要となります。

先着200名

2025

6.27
15:00-16:00

金
受講
無料

共催

ラボオートメーション

入門セミナー
～なぜ今、ラボオートメーションなのか？

広がる研究効率化の可能性と実現への第一歩～
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発表者

プログラム

お問い合わせはお近くのリカケンホールディングスグループ各社まで

西岡 時男 氏

6月27日(金) 15:00～16:00

14:50～ 入室開始 オンラインにて入室いただけます

15:00～15:05 ご挨拶

15:05～15:15 ≪第一部≫ 「実験自動化のメリット・デメリットを考える」
実験の自動化を考える際には、手作業と自動化それぞれのメリット・デ
メリットを理解した上で、どこまで自動化するのが良いのか？を考える
必要があります。
本セッションでは自動化について留意したい点を考えてみたいと思いま
す。

15:25～15:35 ≪第二部≫「実験自動化への第一歩、分注作業の課題を考える」
溶液の分注操作では実験室の環境や溶液の粘性等の要因を考慮する必要
があります。
本セッションでは自動分注機の原理・特性考慮した基本動作から、実際
に使用して生じる課題解決のヒント・自動分注機だから出来る分注のコ
ツについて作業事例を見ながら考えたいと思います。

15:35～15:55 ≪第三部≫「アナリティクイエナ社自動分注機及びオートメー
ションシステムのご紹介」
本セッションでは独自の2層12デッキポジションを有し、サンプル調整、
核酸抽出、などフレキシブルに対応できるコンパクト分注ワークステー
ション”CyBio FeliX”と弊社オートメーションシステムについてご紹介をさ
せて頂きます。

15:55～16:00 Q＆A・ご案内など
※質疑応答はQ&Aにて受付。
セミナー中回答が出来なかったものも後日追加情報として配信致します。

株式会社アナリティクイエナジャパン
リキッドハンドリング＆オートメーション
シニアアプリケーションスペシャリスト
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